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図 2 ス 賃金上昇率（1960－2014 年） 
 




















































































































1997年に LO内の 6つの産別組合と 2つの職能別組合、SAF傘下の 12の経営者団体によっ
て調印された（表 1）20。
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表 1　産業協約に参加している労使の交渉団体（2010年時点）



























































































































した実質賃金上昇率が達成されている（図 1；図 2 参照）。しかしそのことは、労使間の根
底にある利害対立やそれぞれの内部における摩擦が、産業協約の枠組みの下で完全に解消
されたことを意味するわけではない。ここでは 2013 年協約活動を例に、特に協約活動の「調




















































年協約を求める経営者側に譲歩して、3年協約で計 6.8％の賃金上昇率となった 39。それは LO





















































基準から区別して、7 つの協約モデルに分類される（表 3；表 4）46。2013 年協約活動にお













































表 3 協約モデルの分類とカバーされる従業員の割合 
 
出所：Medlingsinstitutet[2015a], p.154-55 より筆者作成。 
注：四捨五入の影響により合計は 100％となっていない。 
 
表 4 協約モデルの内容とカバーされる部門別従業員の割合 
 




されているのか。表 4 によると、民間部門で協約モデル 1 にカバーされる従業員は 8％とわ
ずかであるが、公共部門では国家公務員の 46％、地方公務員の 34％が数値なし協約でカバ
ーされている。またブルーカラーとホワイトカラーの別でみれば、協約モデル 1 を締結し
全体 全体／個人 個人 合計
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プの協約を結んでいる 49。さらに協約モデル 2と 3をあわせれば、民間部門ホワイトカラーの
58％、国家公務員ではブルーカラ ・ーホワイトカラーの 100％、地方公務員ではホワイトカラー
100％が協約モデル 1～ 3に該当している 50。その増減を 2002年と比較すれば、2002年時点
で協約モデル 1を締結しているのは、民間部門 7％、国家公務員 32％、地方公務員 28％の従












央組織の決定権限が大きい協約モデル 4～ 6をあわせれば、民間部門ブルーカラーの 93％、



















































表 5 賃金（grundlön）上昇率の推移 
 
       出所：LO[2014], p.80-81. 
 
図 4 部門別・ブルーカラー／ホワイトカラー内の賃金格差 
出所：LO［2014］, pp.80-81.
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        出所：LO[2014],p.63. 













































1 現在の正式名称は Industrins samarbets- och förhandlingsavtal. 1997 年の締結当初は Samarbetsavtal om indu
striell utveckling och lönebildning であった。
2 Geer［1986］, pp.317-329.
3 宮本［1994］, p.34.
4 Rothstein and Bergström［1999］
5 スウェー デン語文献では、近年に出版された労使関係史や労働組合史などにおいて、労使交渉の変化における一つの
画期として取り上げられている（Lundh［2010］； Johansson and Magnusson［2012］）。日本語文献では篠田［2001］
や西村［2014；2015］が産業協約について触れている。
6 サルトシェバーデン協定は LOとSAF の間で締結された協定であり、労働市場委員会を設置して労使紛争時の解決手
続きを定めるなど、スウェー デンにおける労使自治の体制を確立したといわれる（Söderpalm［1980］, pp.32-36.）。





10 以下の経緯については主に次の文献にもとづいている。Geer［1986］、宮本［1994］、篠田［2001］、Albåge and 
Larson［2003］、Elvander［2003］、Geer［2007］.
11 ユーロ導入のために、1998 年までにインフレ率や財政赤字などに関する経済収斂計画を達成する必要があった。ただ
し政府は 1997 年 10 月にユーロ導入を見送る法案を議会に提出した。






16 SAF はその後再び改組計画を提案し、2001 年に Sveriges Industriförbundと合併して現在の SN（Svenskt Näri
ngsliv）となった。
17 LO の 1990 年代の労使交渉方針については主に次の文献を参照している。篠田［2001］、Elvander［2003］、Albå
ge and Larson［2003］、Johansson and Magnusson［2012］。
18 ただしそれまでの LO 内における賃金形成に関する原則との明確な違いは、本稿では明らかにできていない。
19 Medlingsinstitutet［2015b］, pp.93-95; Dagens Nyheter, 1 Juni 1996.
20 当初の産業協約は 2011 年に内容を修正して再締結されている。脚注 36 参照。
21 2 で述べるように、輸出部門を基準とする賃金形成という考え方そのものは新しいものではない。
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29 Johansson and Magnusson［1998］, pp.259-260.
30 これと同時に輸出部門以外の協約交渉は、輸出部門の結果が出るまで先に協約締結を行わないという合意が、特に雇
用者団体側に存在する。
31 Johansson and Magnusson［1998］, pp.253-56. EFO はこのモデルを考案した人物 Gösta Edgren （TCO）、Karl-






36 SNインタビュー［2014］。また 2010 年に Teknikföretagen が産業協約から撤退を表明し、2011 年に、産業協約が
労使協同をさらに強化する内容に修正された上で再加盟した背景には、労働組合側で産業協約に沿った協約内容の
締結が徹底されていないことに対する不満があった。Dagens Nyheter, “Teknikföretagen lämnar industriavtal
et”, 29 Apr 2010.




39 FI に属する労働組合が全て同時に協約を締結するわけではない。これまでは FI の中でもIF Metall が先に妥結を行
うことが多かったが、2010 年からは Unionen が FI 内で主導権を持って先に締結するようになった（Westerlund［2011］, 
p.98.）。
40 SvD, “Treårigt avtal får kritik”, 3 Apr 2013.　FI はこの交渉結果について、賃金上昇率以外にも両親保険の拡充
（実質的な賃金増加に結び付く）を実現できたと評価している。
41 Kommunal、Fastighets、Transport、Fastighets/SEKO は LO 傘下の労働組合で、産業協約には参加していない。
Teaterförbundet は TCO に属しているが、LO の統一要求に沿った要求を出していた。
42 LO Lönerapport 各年より。
43 LOはとりわけ産業協約の成立以降、その役割を国内ベースの労働組合の要求をまとめることにおきつつある（Johansson 
and Magnusson［2012］, pp.335-340.




45 Medlingsinstitutetインタビュー［2014］。労働組合のナショナルセンター TCO 内にも、数値なし協約の広まりが労働













49 Medlingsinstitutet［2015a］, p.157, TCOインタビュー［2015］。
50 Medlingsinstitutet［2015a］, p.157.
51 Medlingsinstitutet［2003］, p.9.




54 ただしコミュ ンーのホワイトカラー では賃金格差の広まりが大きくはない要因などは、十分に明らではない。
55 例えば、輸出額において製造業ではなくサ ビースが比重を高めていることにより、製造業ブル カーラー からサ ビース部門
のホワイトカラー へと賃金交渉の主導権が移る可能性が指摘されている。
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